
Ｆ－１５戦闘機及び空中給油機の早朝離陸に対する抗議決議 
 

 去る５月２日に、米空軍嘉手納基地所属のＦ－１５イーグル戦闘機１０

機（４機は予備機）と支援の空中給油機１機、翌日の３日にも同じくＦ－

１５イーグル戦闘機１０機（４機は予備機）と支援の空中給油機１機が、

米本国での訓練に参加するため、早朝離陸を行った。３日の離陸は、午前

５時３６分頃からエンジン調整を始め、まだ、早朝に近い時間帯の同６時

１３分から離陸を開始した。 
 本町議会は、去った４月２５日にも深夜、早朝離陸の中止や抗議等を行

ってきた。にもかかわらず、米空軍は、私たちの抗議の声を無視し、わず

か９日後に再び早朝離陸を強行したことは誠に遺憾である。また、本町砂

辺地域においては、速報値で１１２．１デシベルの騒音が発生し住民の安

眠を妨げた。 
 米軍は、周辺住民への騒音影響が及ぶことを認識しながらも、早朝離陸

を繰り返している。本町議会は、事あるごとに関係機関に対し、深夜、早

朝の飛行中止や他の基地を経由して深夜、早朝離陸を回避するよう求めて

きた。米軍は、抗議に対し、パイロットの安全性や空中給油機の時間調整

等を理由に早朝離陸を行っていると答えているが、運用を工夫すれば日中

の離陸も可能であり、その努力を怠っている。今回、短期間に早朝離陸を

繰り返し実施したことは、地域住民の声を軽視し配慮に欠けた基地の運用

であると言わざるを得ず、いかなる理由があるにせよ到底容認できるもの

ではない。 
よって、北谷町議会は、町民の生命、財産、安全を守る立場から関係機

関に対し、厳重に抗議するとともに、下記事項について速やかに実現する

よう強く要求する。 
記 

 
１ 運用上の理由や訓練等に伴う深夜、早朝離陸を一切行わないこと。 
２ 欠陥機と指摘されているＦ－１５戦闘機を即時撤去すること。 
３ 基地の負担軽減を速やかに実施すること。 
 
以上、決議する。 
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